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(57) ADStract: A display device (1) i s provided with an object detection
unit (103), a display unit (14), an operation reception unit (102), and a

:ー display control unit (101). The object detection unit (103) detects an ob
ject included i n data t o b e displayed. The display control unit (101) de
termines whether the object detected by the object detection unit (103)一一き-S—

一一 i s present within data which i s ：from the data to b e displayed and which
一 i s in a range to b e displayed on the display unit (14) as a display screen,

and i f the object i s present, the display control unit (101) causes the dis
play unit (14) to not display a scroll bar, and i f the object i s not present,

し causes the display unit (14) to display the scroll bar.
I

(57) 要約：表示装置 （1 ) は、ォ ブジヱク ト検 出部 （1 0
3 ) と、表示部 （1 4 ) と、操作 受付部 （1 0 2 ) と、

二 表示制御部 （1 0 1 ) と、 を備 える。オ ブジ ェク ト検 出
部 （1 0 3 ) は、表示対象デー タに含 まれ るオ ブジ ェク
トを検 出す る。表示制御部 （1 0 1 ) は、表示対象デ一
タの うち表示画面 と して表示部 （1 4 ) に表示 され る範
囲のデー タ内に、オ ブジェク ト検 出部 （1 0 3 ) に よ り
検 出されたオ ブジ ェク 卜が存在す るか否か を判定 し、ォ
ブジ ェク 卜が存 在 す る場合 に、表示部 （1 4 ) にス ク

、恤 ロールバー を表示 させず、オ ブジ ェク 卜が存在 しない場
合に、表示部 （1 4 ) にスクロ一ルバ一を表示 させ る。
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明 細 書

発明の名称 ：表示装置および表示制御方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、表示装置および表示制御方法に関 し、特 に、表示対象データを

スクロール表示させる技術 に関する。

背景技術

[0002] 画像形成装置、ス マ 一 卜フ ォ ン等の携帯端末、およびパー ソナル コ ン ビュ

—タ一等では、液晶デ ィスプレイ （L C D ：L i qu i d Crysta l Di s lay) や有

機 E L ( O L E D ：Organ i c L i ght-Em i t t i ng Di ode) 等の表示部 を備えてお

り、当該表示部 に表示対象データを表示させている。

[0003] ここで、表示部のサイズには限 りがあるため、表示対象データの全範囲を

—度 に表示できない場合がある。 この場合、表示対象データの一部の範囲を

表示 し、ユーザ一か らのスクロール操作を受け付 けたときに、表示画面をス

クロ一ル表示させている （例えば、特許文献 1 参照）。

[0004] また、表示対象データの一部の範囲を表示する場合 には、表示画面の一部

にスクロ一ルバ一を表示させている （例えば、特許文献 2 参照）。ュ一ザ一

は、当該スクロ一ルバ一を確認することで、表示画面がスクロール表示され

ているか否かを知ることができる。

先行技術文献

特許文献

[0005] 特許文献 1 ：特開 2 0 1 4 _ 2 0 3 2 0 2 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 2 _ 2 4 4 6 4 1 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] ス クロ一ル バ 一 を表示 した場合、ス クロ一ル バ 一 を表示 した分だけ表示対

象データを表示する表示領域が狭 まることになる。表示領域が狭 まることを

回避するためにス クロ一ルバ一を常に表示 しないことも考え られるが、表示



画面がスク口一ル表示 されているか否かをユーザ一が知 ることがで きないお

それがある。

[0007] 本発明は、上記の事情 に鑑みなされたものであ り、表示対象データを表示

する表示領域 をで きるだけ広 く確保 しなが らも、表示画面がスク口一ル表示

されているか否かをユーザ一が知 ることを可能 にすることを目的 とする。

課題を解決するための手段

[0008] 本発明の一局面 にかかる表示装置は、オ ブジェク ト検 出部 と、表示部 と、

操作受付部 と、表示制御部 と、 を備 える。オ ブジェク ト検 出部 は、表示対象

データに含 まれるオ ブジェク トを検 出する。表示部 は、前記表示対象データ

に基づ く表示画面 を表示する。操作受付部 は、前記表示画面 に対するスクロ

ール操作 を受け付 ける。表示制御部 は、前記操作受付部が受け付 けたスクロ

ール操作 に基づ き前記表示部 にスクロール表示 を行わせ る表示制御部であ つ

て、前記表示対象データの うち前記表示画面 と して前記表示部 に表示 される

範囲のデータ内に、前記ォ ブジェク 卜検 出部 によ り検 出されたォ ブジェク 卜

が存在するか否かを判定 し、前記オ ブジェク トが存在する場合 に、前記表示

部 にスクロ一ルバ一を表示 させず、前記ォ ブジェク 卜が存在 しない場合 に、

前記表示部 にスクロ一ルバ一を表示 させ る。

[0009] また、本発明の別の一局面 にかかる表示制御方法は、オ ブジェク ト検 出ス

テ ツプと、操作受付ステ ップと、表示制御ステ ップと、 を有する。オ ブジェ

ク 卜検 出ステ ップでは、表示部 による表示対象データに含 まれるォ ブジェク

卜を検 出する。操作受付ステ ップでは、前記表示部が前記表示対象データに

基づいて表示する表示画面 に対するスクロール操作 を受け付 ける。表示制御

ステ ツプでは、前記操作受付ステ ツプで受け付 けたスクロール操作 に基づ き

前記表示部 にスクロール表示 を行わせ る表示制御ステ ツプであ って、前記表

示対象データの うち前記表示画面 と して前記表示部 に表示 される範囲のデー

タ内に、前記ォ ブジェク 卜検 出ステ ップで検 出されたォ ブジェク 卜が存在す

るか否かを判定 し、前記オ ブジェク トが存在する場合 に、前記表示部 にスク

口一ルバ一を表示 させず、前記オ ブジェク トが存在 しない場合 に、前記表示



部 にス ク ロ一ルバ 一 を表示 させ る。

発明の効果

[001 0] 上 記 の本発 明 によれば、表示対象データを表示 す る表示領域 をで きるだ け

広 く確保 しなが らも、表示画面 がス ク 口一ル表示 されているか否 か をユーザ

—が知 る ことがで きる。

図面の簡単な説明

[001 1] [ 図 1] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 の内部構成 の概 略 を示 す プロック

図であ る。

[ 図2] 表 示対象データの一例 を示 す図であ る。

[ 図3] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 の表示部 に表示 され る表示画面 の

一例 を示 す図であ る。

[ 図4 ] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 におけるス ク ロール表示動作 の流

れ を示 す フローチ ヤ一 卜であ る。

[ 図5] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 の表示部 に表示 され る表示画面 の

一例 を示 す図であ る。

[ 図6] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 の表示部 に表示 され る表示画面 の

一例 を示 す図であ る。

[ 図7] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 の表示部 に表示 され る表示画面 の

一例 を示 す図であ る。

[ 図8] 本発 明の変形例 1 にかか る表示装置 におけるス ク ロール表示動作 の流 れ

を示 す フローチ ヤ一 卜であ る。

[ 図9] 本発 明の変形例 1 にかか る表示装置 の表示部 に表示 され る表示画面 の一

例 を示 す図であ る。

発明を実施するための形態

[001 2 ] 以 下、本発 明の一実施形態 にかか る表示装置、表示制御 プログラム、 およ

び表示制御方法 について図面 を参照 して説 明す る。 図 1 は、本発 明の一実施

形態 にかか る表示装置 の内部構成 の概 略 を示 す プロック図であ る。

[001 3] 本発 明の一実施形態 にかか る表示装置 1 は、例 えば、 スマー トフォン等 の



携帯端末 であ って、制御 ュニ ッ 卜 1 0 と、 R O M (Read On y Memory) 1 1

と、 R A M (Random Access Memory) 1 2 と、 H D D (Hard d i s k d i ve) 1

3 と、表示部 1 4 と、通信 インタ一 フェイス 1 5 とを備 えている。 これ ら各

部 は、互 いに C P U バスによ りデータ又 は信号の送受信が可能 とされている

[0014] H D D 1 3 は、大容量の記憶装置であ って、 その記憶領域 の一部 に表示部

1 4 による表示対象 となるデータ （表示対象データ） を記憶 する。

[001 5 ] 通信 インタ一 フェイス 1 5 は、 ネ ッ トワーク接続 されたパー ソナル コン ビ

ュ一タ一等 とのデータ通信 を行 うためのインタ一 フェイス と して機能する。

[001 6 ] 表示部 1 4 は、液晶デ ィス プ レイや有機 E L 等か らな り、 H D D 1 3 に記

憶 された表示対象データや、通信 インタ一 フェイス 1 5 を介 して外部 のパ一

ソナル コン ピュータ一等か ら受信 した表示対象データを表示する。

[001 7 ] また、表示部 1 4 には、 タ ツチパ ネル部 1 4 1 が設 け られている。 タ ツチ

パ ネル部 1 4 1 は、表示部 1 4 上 におけるュ一ザ一による接触 を接触位置 （

座標位置） とともに検知する。 タ ツチパ ネル部 1 4 1 は、 ユーザ一による接

触 を検知すると、 当該接触位置 を示す検知信号 を制御 ュニ ッ 卜 1 0 の後述す

る表示制御部 1 0 1 や操作受付部 1 0 2 等 に出力する。 このように、 タ ツチ

パ ネル部 1 4 1 は、 ユーザ一か らユーザ一操作が入力 される操作入力部 と し

ての役割 を果たす。

[001 8 ] なお、 当該 タ ツチパ ネル部 1 4 1 には、表示部 1 4 上への接触 がな くて も

、 ュ一ザ一の指等が表示部 1 4 に対 して一定距離 まで接近 した場合 に当該指

等 を検 出するタ ツチパ ネル も含 まれる。 このため、本実施形態でい う 「接触

」 には、表示部 1 4 への接触 がな くて も指等が上記一定距離 まで接近 した こ

とがタ ツチパ ネル部 1 4 1 の機能 によ り検 出される状態 も、実質的に接触 し

た と して含 まれるもの とする。

[001 9 ] また、表示装置 1 は、上記のタ ツチパ ネル部 1 4 1 に加 えて、 またはタ ツ

チパ ネル部 1 4 1 に換 えて、物理 キ一を備 えて もよい。 当該物理 キーには、

例 えば、矢印キ一、 Page Upキ一、 Page Downキ一等がある。



[0020] 制御ュニ ッ 卜1 0 は、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) 等か らな り、表

示装置 1 全体の動作制御 を司る。 R O M 1 1 は、表示装置 1 の動作を制御す

る表示制御 プログラムを記憶する。 R A M 1 2 は、制御ュニ ッ 卜1 0 の動作

領域等 と して使用される。

[0021 ] 制御ュニ ッ 卜1 0 は、 R O M 1 1 または H D D 1 3 等 に記憶 された表示制

御 プログラム従 って動作することで、制御部 1 0 0 、表示制御部 1 0 1 、操

作受付部 1 0 2 、 およびオブジェク ト検 出部 1 0 3 と して機能する。なお、

制御ュニ ッ 卜1 0 の制御部 1 0 0 、表示制御部 1 0 1 、操作受付部 1 0 2 、

およびォプジェク 卜検 出部 1 0 3 は、表示制御 プログラムに基づ く動作によ

らず、それぞれハ一 ド回路 により構成 されてもよい。

[0022] 制御部 1 0 0 は、表示装置 1 全体の動作制御 を司るものである。例えば、

制御部 1 0 0 は、通信インタ一フェイス 1 5 を用いて、ネッ トワーク接続さ

れたパーソナル コンピュータ一等 との間でデ一タ通信を行 う。

[0023] 操作受付部 1 0 2 は、タツチパネル部 1 4 1 か ら出力される検知信号に基

づきユーザ一により入力されたユーザ一操作を特定する。そ して、操作受付

部 1 0 2 は、特定 したユーザー操作を受け付 け、当該ユーザー操作に対応す

る制御信号を制御部 1 0 0 や表示制御部 1 0 1 等 に出力する。

[0024] ここでユーザ一操作には、スクロール操作 （スワイプ操作 ともいう）、選

択操作 （タップ操作 ともいう）、 ピンチ操作等がある。例えば、ュ一ザ一が

表示部 1 4 上 に指 を接触 させた状態で指 をスライ ド移動 させると、最初に接

触 を検 出 した初期位置か ら、最後 に接触 を検 出 した最終位置 までの各移動位

置を示す検知信号を操作受付部 1 0 2 に出力する。操作受付部 1 0 2 は、タ

ツチパネル部 1 4 1 か ら出力される上記検知信号か ら、ユーザ一により入力

されたユーザ一操作がスクロール操作であることを特定する。そ して、操作

受付部 1 0 2 は、スクロール操作に対応する制御信号を制御部 1 0 0 や表示

制御部 1 0 1 等 に出力する。

[0025] 表示制御部 1 0 1 は、操作受付部 1 0 2 が受け付 けたユーザー操作に基づ

き、表示部 1 4 による表示動作を制御する機能を有する。例えば、操作受付



部 1 0 2 がスクロール操作を受け付けた場合、表示制御部 1 0 1 は、当該ス

ク口一ル操作に従い表示部 1 4 に表示される表示画面をスク口一ル表示させ

る。

[0026] 図 2 は、表示対象データの一例を示す図である。表示対象データD 1 は、

背景画像部分d0とォブジェク 卜部分 d 1 〜 d 7 から構成される。背景画像部

分d0は、単色の画像データから構成される。ォブジェク 卜部分 d 1 〜 d 7 は

、まとまった範囲に位置する文字や図形等のォブジェク 卜を内包する最小の

矩形から構成される。図 2 に示す例では、オブジェク ト部分 d 1、 d 2 、 d

4 、 d 5 、 d 7 が文字を含み、オブジェク ト部分 d 3 、 d 6 が図形を含んで

いる。

[0027] 図 3 は、表示部 1 4 に表示される表示画面を示す図である。図 3 に示すよ

うに、表示部 1 4 においてデータを表示可能な表示領域には、固定表示領域

とスクロール表示領域とがある。スクロール表示領域には、スクロール操作

に応 じてスクロール表示を行う表示対象データD 1 が表示され、固定表示領

域には、予め定められたデータD 2 が表示されている。

[0028] ここで、表示部 1 4 のサイズには限りがあるため、表示対象データD 1 の

全範囲をスクロ一ル表示領域に一度に表示できない。このため図 3 に示す例

では、表示制御部 1 0 1 は、表示対象データD 1 の一部の範囲を表示画面と

してスクロール表示領域に表示させ、操作受付部 1 0 2 がュ一ザ一からのス

ク口一ル操作を受け付けたときにスクロ一ル表示領域に表示される表示画面

をスクロール表示させる。

[0029] また、表示制御部 1 0 1 は、表示対象データD 1 のうち表示部 1 4 に表示

される範囲のデータ内にォブジェク 卜が存在するか否かを判定する。そ して

表示制御部 1 0 1 は、ォブジェク 卜が存在する場合に、表示部 1 4 にスクロ

—ルバ一を表示させず、オブジェク トが存在 しない場合に、表示部 1 4 にス

クロ一ルバ一を表示させる。当該表示制御部 1 0 1 の機能の詳細については

後述する。

[0030] ォブジェク 卜検出部 1 0 3 は、表示対象データD 1 に含まれるォブジェク



卜を検 出する機能を有する。具体的には、オブジェク ト検 出部 1 0 3 は、表

示対象デ一タ D 1 に対 してラスタライズ処理 を行 うことで、 ビッ トマ ップデ

—タを得 る。そ して、オブジェク ト検 出部 1 0 3 は、当該 ビッ トマ ップデ一

タを解析することで、表示対象データ D 1 に含 まれるォブジェク 卜の数およ

びオブジェク トの範囲を示す情報 （オブジェク ト情報）を得 る。

[0031 ] 続いて、上記の構成 を備える表示装置 1 の動作について説明する。図 4 は

、表示装置 1 におけるスクロール表示動作の流れを示すフローチヤ一 卜であ

る。

[0032] 操作受付部 1 0 2 が表示対象データ D 1 の表示指示を受け付 けた場合 （ス

テ ツプS 1 0 において Y E S ) 、ォブジェク 卜検 出部 1 0 3 は、表示対象デ

—タ D 1 に含 まれるォブジェク 卜の数およびォブジェク 卜の範囲を示すォプ

ジェク 卜情報が存在するか否かを判定する （ステ ップS 1 1 ) 。

[0033] ォ ブジェク 卜情報が存在 しない場合 （ステ ップS 1 1 において N O ) 、ォ

ブジェク 卜検 出部 1 0 3 は、表示対象データ D 1 を解析 してォブジェク 卜情

報 を生成する （ステ ップS 1 2 ) 。一方、ォブジェク 卜情報が H D D 1 3 に

記憶 されていた り、ォブジェク 卜情報が外部のパーソナル コンピュータ一等

か ら送信された場合、すなわち、オブジェク ト情報が存在する場合 （ステ ツ

プS 1 1 において Y E S ) 、オブジェク ト検 出部 1 0 3 は、ステ ップS 1

の処理 を行わず、 H D D 1 3 にアクセス してオブジェク ト情報 を取得する。

なお、オブジェク ト検 出部 1 0 3 は、 H D D 1 3 に記憶 されているオブジェ

ク 卜情報や、外部のパーソナル コンピュータ一等か ら送信されたォブジェク

卜情報 を、予め R A M 1 2 等の高速の読み出 しが可能な記憶部 に記憶 させて

おいてもよい。 この場合、オブジェク ト検 出部 1 0 3 は、 R A M 1 2 等にァ

クセス してオブジェク ト情報 を取得する。

[0034] 表示制御部 1 0 1 は、表示対象データ D 1 のうち、スクロール表示領域内

に表示する範囲 （表示範囲）を特定する （ステ ップS 1 3 ) 。

[0035] そ して、表示制御部 1 0 1 は、ォブジェク 卜検 出部 1 0 3 が取得 したォプ

ジェク 卜情報 に基づき、ステ ップS 1 3 の処理で特定 した表示範囲内にォプ



ジェク 卜が存在するか否かを判定する （ステ ップS 1 4 ) 。

[0036] ォ ブジェク 卜が存在する場合 （ステ ップS 1 4 において Y E S ) 、表示制

御部 1 0 1 は、ステ ップS 1 3 で特定 した範囲の表示対象データ D 1 を表示

部 1 4 に表示させる （ステ ップS 1 5 ) 。 この際、表示制御部 1 0 1 は、表

示部 1 4 にスクロ一ルバ一を表示させない。

[0037] —方、ォブジェク 卜が存在 しない場合 （ステ ップS 1 4 において N O ) 、

表示制御部 1 0 1 は、ステ ップS 1 3 で特定 した範囲の表示対象データ D 1

、およびスクロ一ルバ一を表示部 1 4 に表示させる （ステ ップS 1 6 ) 。

[0038] ステ ツプS 1 5 またはステ ツプS 1 6 の処理後、操作受付部 1 0 2 がスク

ロール操作を受け付けた場合には （ステ ップS 1 7 において Y E S ) 、表示

制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロール表示させ （ステ ップS 1 8 ) 、ス

テ ツプS 1 4 の処理に戻る。

[0039] 上記のスクロール表示動作を図 3 および図 5 〜図 7 を用いて具体的に説明

する。

[0040] 図 3 に示す例では、表示範囲内の表示対象データ D 1 にォブジェク 卜 （ォ

ブジェク 卜部分 d 1 、 d 2 、 d 3 、 d 4 、 d 5 ) が存在するため、表示制御

咅 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一を表示させていない。図 3 に示す

状態にか ら操作受付部 1 0 2 がスクロール操作を受け付けると、表示制御部

1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロール表示させる。表示画面にはスクロ一ルバ

—が表示されていないが、表示範囲内の表示対象データ D 1 にォブジェク 卜

が存在するため、ユーザ一は、スクロール表示によリオブジェク 卜の位置が

変化することを確認することで、表示画面がスク口一ル表示されているか否

かを知ることができる。

[0041 ] 図 3 に示す状態か ら表示画面をスクロール表示すると、図 5 に示すような

表示画面になる。図 5 に示す例においても、表示範囲内の表示対象データ D

1 にォブジェク 卜が存在するため、表示制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 にスク

口一ルバ一を表示させていない。

[0042] —方、図 5 に示す状態か ら表示画面を更にスクロール表示すると、図 6 に



示すような表示画面になる。図 6 に示す例では、表示範囲内の表示対象デー

タD 1 には、背景画像部分d0のみが存在 し、ォブジェク 卜が存在 しない。 こ

のため、表示制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一D 3 を表示させ

ている。背景画像部分d0が単色の画像データから構成されるため、ュ一ザ一

は、表示画面を確認 しても表示画面がスクロール表示されているか否かを知

ることができない。 しか しながら、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一D 3 が表示

されているため、ユーザ一は、スクロ一ルバ一D 3 を確認することで表示画

面がスク口一ル表示されているか否かを知ることができる。

[0043] また、図 6 に示す状態から表示画面を更にスクロール表示すると、図 7 に

示すような表示画面になる。図 7 に示す例では、表示範囲内の表示対象デー

タD 1 にォブジェク 卜 （ォブジェク 卜部分 d 6 ) が存在するため、表示制御

咅 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一を表示させていない。

[0044] なお、表示制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一を表示させない

場合には、表示対象データD 1 が表示される表示部 1 4 における表示領域を

、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一D 3 を表示させる場合に当該スクロ一ルバ一

D 3 が表示される表示部 1 4 の表示領域にまで拡大させる。これにより、ス

クロ一ルバ一D 3 を表示することにより、スクロ一ルバ一D 3 を表示 した領

域だけ表示対象データD 1 を表示する表示領域が狭まる事態を回避すること

ができる。

[0045] なお、本発明は、上記の実施の形態の構成に限られず種々の変形が可能で

ある。例えば、上記実施形態では、本発明にかかる表示装置の一実施形態と

してスマ一 卜フォン等の携帯端末を例にした表示装置 1 を示 しているが、本

発明は必ず しもこの場合に限定されない。本発明は、スマー トフォン等の携

帯端末の他に、例えば、パーソナルコンピュータ一や画像形成装置等の表示

部を有する機器に適用が可能である。

[0046] また、上記の実施の形態では、タツチパネル機能を用いたスワイプ操作に

より、表示部 1 4 に表示された画像をスクロール表示させる場合を説明 した

が、本発明は必ず しもこの場合に限定されない。タツチパネル機能を用いな



ぃスワイプ操作により、表示部 1 4 に表示された画像 をスクロール表示させ

てもよい。 このような操作には、例えば、マウス等に設けられたホイ一ルポ

タンの回転 によるスクロール操作ゃスクロ一ルバ一の選択 によるスクロール

操作がある。

[0047] 以下では、他の変形例 について説明する。

[0048] < 変形例 1 >

図 8 は、変形例 1 にかかる表示装置におけるスクロール表示動作の流れを

示すフローチヤ一 卜である。なお、図 4 に示すフローチヤ一 卜で説明 した処

理 と同様の処理 については同符号を付 して説明を略する。

[0049] 変形例 1 にかかる表示装置では、ステ ップS 1 3 の処理で特定 した表示範

囲内にォブジェク 卜が存在する場合 （ステ ップS 1 4 において Y E S ) 、表

示制御部 1 0 1 は、スクロール前の表示範囲が示す表示内容 とスクロール後

の表示範囲が示す表示内容 とが変化するか否かを判定する （ステ ップS 0

) 。具体的には、表示制御部 1 0 1 は、表示画面 と して表示部 1 4 に表示さ

れる範囲の表示対象データ D 1 内に存在するォブジェク 卜が、同 じオブジェ

ク 卜がスクロール方向に並んで構成 されているォブジェク 卜である場合 に、

ス クロール前の前記表示画面が示す表示内容 とス ク口ール後の前記表示画面

が示す表示内容 とが変化 しないと判定する。

[0050] 例 えば、表示部 1 4 に表示される表示画面が図 9 のような表示画面である

場合、表示範囲内にはォブジェク 卜部分 d 8 が存在する。ォブジェク 卜部分

d 8 は、同 じ図形 （オブジェク ト）がスクロール方向に並んで構成 されてい

るォブジェク 卜であるため、スクロール表示 したと してもその表示内容が変

わ らない。すなわち、スクロール前の表示範囲が示す表示内容 とスクロール

後の表示範囲が示す表示内容 とが変化 しない。 この場合、ユーザ一は、スク

口一ル表示によリオブジェク 卜の位置が変化することを確認できないため、

表示画面がス ク口一ル表示されているか否かを知ることができない。

[0051 ] したがって、スクロール前の表示範囲が示す表示内容 とスクロール後の表

示範囲が示す表示内容 とが変化 しない場合 （ステ ップS 2 0 において N O )



、表示制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一 D 3 を表示させる （ス

テツプS 1 6 ) 。

[0052] 一方、スクロール前の表示範囲が示す表示内容とスクロール後の表示範囲

が示す表示内容とが変化 しない場合 （ステップS 2 0 においてY E S ) 、表

示制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一 D 3 を表示させない （ステ

ップS 1 5 ) 。

[0053] < 変形例 2 >

変形例 2 にかかる表示装置では、オブジェク ト検出部 1 0 3 が、表示対象

データD 1 に含まれるォブジェク 卜を検出するだけではなく、それに加えて

、検出したオブジェク トの属性を判定する。具体的には、オブジェク ト検出

部 1 0 3 は、検出したォプジェク 卜が複数の文字からなる文字ォプジェク 卜

であるか、または画像を含む画像ォブジェク 卜であるかを判定する。

[0054] そ して、表示制御部 1 0 1 が、表示部 1 4 に表示される範囲のデータ内に

オブジェク トが存在する場合であって、かつ、当該オブジェク トが文字ォプ

ジェク 卜である場合に、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一を表示させる。一方、

表示制御部 1 0 1 は、表示部 1 4 に表示される範囲のデータ内にォブジェク

卜が存在する場合であって、かつ、当該オブジェク トが画像オブジェク トで

ある場合は、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一を表示させない。

[0055] また、表示部 1 4 に表示される範囲のデータ内に複数のオブジェク トが存

在する場合には、表示制御部 1 0 1 は、その複数のォブジェク 卜の全てのォ

ブジェク 卜が文字ォブジェク 卜である場合に、表示部 1 4 にスクロ一ルバ一

を表示させる。一方、表示制御部 1 0 1 は、複数のォブジェク 卜のうち少な

くとも 1 つの画像ォブジェク 卜が含まれる場合に、表示部 1 4 にスクロール

バ一を表示させない。

[0056] 表示範囲に含まれるオブジェク トが文字オブジェク トである場合には、表

示画面をスクロール表示させた場合であっても、文字ォブジェク 卜の変化に

気づきにくい場合がある。変形例 2 にかかる表示装置によれば、文字ォプジ

ェク 卜の変化に気づかないために、ユーザ一がスクロール表示されているこ



とを見逃す という事態 を避 けることがで きる。



請求の範囲

[ 請求項 1] 表示対象データに含 まれるォ ブジェク 卜を検 出するォ ブジェク 卜検

出部 と、

前記表示対象データに基づ く表示画面 を表示する表示部 と、

前記表示画面 に対するスクロール操作 を受け付 ける操作受付部 と、

前記操作受付部が受け付 けたスクロール操作 に基づ き前記表示部 に

スクロール表示 を行わせ る表示制御部であ って、前記表示対象データ

の うち前記表示画面 と して前記表示部 に表示 される範囲のデータ内に

、前記ォ ブジェク 卜検 出部 によ り検 出されたォ ブジェク 卜が存在する

か否かを判定 し、前記オ ブジェク トが存在する場合 に、前記表示部 に

スクロ一ルバ一を表示 させず、前記ォ ブジェク 卜が存在 しない場合 に

、前記表示部 にスクロ一ルバ一を表示 させ る表示制御部 と、 を備 える

表示装置。

[ 請求項 2 ] 前記表示制御部 は、前記表示部 にスクロールバーを表示 させない場

合 には、前記表示画面が表示 される前記表示部 における表示領域 を、

前記表示部 にスクロ一ルバ一を表示 させ る場合 に当該スクロ一ルバ一

が表示 される前記表示部の表示領域 にまで拡大させ る、請求項 1 に記

載の表示装置。

[ 請求項 3 ] 前記表示制御部 は、前記表示画面 と して前記表示部 に表示 される範

囲のデータ内に前記ォ ブジェク 卜が存在する場合 に、前記表示画面 を

スクロール させた際にスクロール前の前記表示画面が示す表示内容 と

スクロール後の前記表示画面が示す表示内容 とが変化するか否かを判

定 し、 当該表示内容が変化 しないと判定 した場合 には、前記表示部 に

スクロ一ルバ一を表示 させ る、請求項 1 に記載の表示装置。

[ 請求項 4 ] 前記表示制御部 は、前記表示画面 と して前記表示部 に表示 される範

囲のデータ内に存在するォ ブジェク 卜が、 同 じォ ブジェク 卜がスクロ

—ル方向に並んで構成 されているォ ブジェク 卜である場合 に、スクロ

ール前の前記表示画面が示す表示内容 とスク口ール後の前記表示画面



が示す表示内容 とが変化 しないと判定する、請求項 3 に記載の表示装

置。

[ 請求項 5 ] 前記表示制御部 は、前記表示部 に表示 される範囲のデータ内に前記

オ ブジェク トが存在する場合であ って、かつ、 当該オ ブジェク トが画

像ォ ブジェク 卜である場合 は、前記表示部 にスクロ一ルバ一を表示 さ

せず、前記表示部 に表示 される範囲のデータ内に前記ォ ブジェク 卜が

存在する場合であ って、かつ、 当該オ ブジェク トが文字オ ブジェク ト

である場合 に、前記表示部 にスクロ一ルバ一を表示 させ る、請求項 1

に記載の表示装置。

[ 請求項 6 ] 表示部 による表示対象データに含 まれるォ ブジェク 卜を検 出するォ

ブジェク 卜検 出ステ ップと、

前記表示部が前記表示対象データに基づいて表示する表示画面 に対

するス クロ一ル操作 を受け付 ける操作受付 ス テ ップと、

前記操作受付ステ ツプで受け付 けたスクロール操作 に基づ き前記表

示部 にスクロール表示 を行わせ る表示制御ステ ツプであ って、前記表

示対象データの うち前記表示画面 と して前記表示部 に表示 される範囲

のデータ内に、前記ォ ブジェク 卜検 出ステ ップで検 出されたオ ブジェ

ク 卜が存在するか否かを判定 し、前記ォ ブジェク 卜が存在する場合 に

、前記表示部 にスクロ一ルバ一を表示 させず、前記オ ブジェク トが存

在 しない場合 に、前記表示部 にス クロ一ル バ 一 を表示 させ る表示制御

ステ ップと、 を有する表示制御方法。
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